
 

令和元年５月 29 日 

各 位 

会 社 名  日 鉄 鉱 業 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長 小山  博司 

（コード番号  1515 東証第１部） 

問合せ先  決 算 課 長  北嶋  新平 

（TEL 03－3216－ 5255） 

 

 

(訂正)「平成 31年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)」 

の一部訂正について 

 

当社は、平成 31年２月４日に開示いたしました「平成 31年３月期 第３四半期決算短信

〔日本基準〕(連結)」の一部を訂正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記  

 

１．訂正内容と理由 

訂正内容と理由につきましては、別途、本日（令和元年５月 29日）付「過年度の有価証券

報告書等の訂正報告書の提出及び過年度の決算短信等の訂正に関するお知らせ」にて開示し

ておりますのでご参照ください。 

 

２．訂正箇所 

  訂正箇所が多数に及ぶため、訂正後の全文を添付し、訂正の箇所には  を付して表示し

ております。 

 

以  上  



  

 

 

 平成31年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕(連結) 
平成31年2月4日 

 
上場会社名 日鉄鉱業株式会社 上場取引所  東 
 
コード番号 1515 URL http://www.nittetsukou.co.jp/ 
 
代表者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 佐藤 公生  

問合せ先責任者 (役職名) 経理部財務課長 (氏名) 青山 隆司 TEL 03-3216-5255 
 
四半期報告書提出予定日 平成31年2月14日   

配当支払開始予定日 ―   

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 

四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  
(百万円未満切捨て) 

1. 平成31年3月期第3四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年12月31日） 
(1) 連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率） 
 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年3月期第3四半期 93,842 5.8 7,018 △4.4 7,024 △10.8 4,967 △0.9 

30年3月期第3四半期 88,697 9.7 7,342 ― 7,875 38.3 5,014 △12.7 
 
(注) 包括利益 31年3月期第3四半期 1,777 百万円 (  △76.7 ％) 30年3月期第3四半期 7,637 百万円 (  △16.7 ％) 

  

 １株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後１株当たり 

四半期純利益 
 円 銭 円 銭 

31年3月期第3四半期 597.05 ― 

30年3月期第3四半期 602.65 ― 
※平成31年3月期第2四半期において表示方法の変更を行いましたため、平成30年3月期第3四半期の連結経営成績(累計)の営業利益は、当該
変更を反映した組替後の数値を記載しており、対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

  
(2) 連結財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

31年3月期第3四半期 171,330 107,324 59.7 

30年3月期 172,431 106,164 58.9 
 
(参考) 自己資本 31年3月期第3四半期 102,318 百万円  30年3月期 101,534 百万円 

  

2. 配当の状況 

 
年間配当金 

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年3月期 ― 40.00 ― 50.00 90.00 

31年3月期 ― 45.00 ―     

31年3月期(予想)       45.00 90.00 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

  

3. 平成31年3月期の連結業績予想（平成30年4月1日～平成31年3月31日） 
 (％表示は、対前期増減率) 

 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 119,000 0.2 8,000 △5.6 7,800 △11.2 5,200 6.6 624.96 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 

  
  



※ 注記事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無 
 
(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年3月期3Ｑ 8,352,319株 30年3月期 8,352,319株 

② 期末自己株式数 31年3月期3Ｑ 32,101株 30年3月期 31,574株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Ｑ 8,320,540株 30年3月期3Ｑ 8,321,427株 

  

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

(将来に関する記述等についてのご注意) 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一
定の前提に基づいたものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大き
く異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.3「1.当四半
期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。  
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

以下の経営成績に関する説明については、「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関

する注記事項（追加情報）（表示方法の変更）」に記載のとおり、組替後の前第３四半期連結累計期間の四半期連

結損益計算書の数値を用いております。 

 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、米中貿易摩擦の長期化に伴う中国経済の減速等により、世

界経済の不確実性が高まりましたものの、企業収益や雇用・所得環境の改善を背景に、民間設備投資や個人消費が

増加するなど、景気は緩やかに回復してまいりました。 

このような経済情勢のもと、当社グループにおきましては、資源事業及び機械・環境事業等における増収により、

売上高は938億４千２百万円（前年同期比5.8％増）と前年同期に比べ増加いたしました。 

損益につきましては、金属部門の減益等により、営業利益は70億１千８百万円（前年同期比4.4％減）と前年同期

なみにとどまり、経常利益は持分法による投資損益が悪化しましたことから、70億２千４百万円（前年同期比

10.8％減）と前年同期に比べ減少いたしました。 

一方、親会社株主に帰属する四半期純利益は、保有株式の売却益を計上しましたものの、49億６千７百万円（前

年同期比0.9％減）と前年同期なみの業績でありました。 

 

 セグメントごとの業績は、次のとおりであります。 

[資源事業] 

（鉱石部門） 

鉱石部門につきましては、主力生産品である石灰石の販売数量の増加に加え、原油価格の上昇に伴う石油製品

の増収により、売上高は436億５千２百万円と前年同期に比べ20億５千２百万円（4.9％）増加し、営業利益は61

億５千６百万円と前年同期に比べ３億４千７百万円（6.0％）増加いたしました。 

 

（金属部門） 

金属部門につきましては、銅精鉱等の販売数量の増加により、売上高は379億８千４百万円と前年同期に比べ15

億５千９百万円（4.3％）増加しましたものの、営業利益は銅鉱石の買鉱条件悪化及びアタカマ銅鉱山における生

産コストの増加等により、１億７千７百万円と前年同期に比べ７億円（79.8％）減少いたしました。 

 

[機械・環境事業]  

機械・環境事業につきましては、環境部門の主力商品である水処理剤及び機械部門における販売が順調であり

ましたことから、売上高は86億５千９百万円と前年同期に比べ13億３千万円（18.2％）増加し、営業利益は７億

６千１百万円と前年同期に比べ３億２千４百万円（74.4％）増加いたしました。 

 

[不動産事業]  

不動産事業につきましては、賃貸物件の稼働状況が概ね順調に推移しましたことから、売上高は20億４千９百

万円と前年同期に比べ２千３百万円（1.2％）増加しましたものの、修繕費が増加しました結果、営業利益は10億

８千９百万円と前年同期に比べ８千８百万円（7.5％）減少いたしました。 

 

[再生可能エネルギー事業] 

再生可能エネルギー事業につきましては、地熱部門が堅調に推移しましたことに加え、新たに太陽光発電所が

稼働しましたことから、売上高は14億９千５百万円と前年同期に比べ１億７千９百万円（13.6％）増加し、営業

利益は３億４千４百万円と前年同期に比べ３千３百万円（10.8％）増加いたしました。 
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（２）財政状態に関する説明 

① 資産の部 

当第３四半期連結会計期間末における資産の部の合計は、前連結会計年度末に比べ11億１百万円（0.6％）減少し、

1,713億３千万円となりました。  

 流動資産につきましては、仕掛品が減少しましたものの、売掛金及び原材料の増加等により、前連結会計年度末

に比べ22億１千万円（2.9％）増加し、795億７百万円となりました。  

 固定資産につきましては、保有株式の時価下落に伴う投資有価証券の減少等により、前連結会計年度末に比べ33

億１千２百万円（3.5％）減少し、918億２千３百万円となりました。 

 

② 負債の部 

当第３四半期連結会計期間末における負債の部の合計は、前連結会計年度末に比べ22億６千万円（3.4％）減少し、

640億６百万円となりました。  

 流動負債につきましては、短期借入金の減少等により、前連結会計年度末に比べ36億１千万円（8.4％）減少し、

395億８千５百万円となりました。  

 固定負債につきましては、長期借入金の増加等により、前連結会計年度末に比べ13億４千９百万円（5.9％）増加

し、244億２千万円となりました。 

 

③ 純資産の部 

当第３四半期連結会計期間末における純資産の部の合計は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比

べ11億５千９百万円（1.1％）増加し、1,073億２千４百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成30年11月２日に公表の平成31年３月期の連結業績予想を修正いたしました。詳細は、本日（平成31年２月４

日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記 

（１）四半期連結貸借対照表 
           (単位：百万円) 
          

前連結会計年度 
(平成30年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成30年12月31日) 

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 30,537 30,979 

  受取手形及び売掛金 26,738 29,369 

  商品及び製品 3,213 4,032 

  仕掛品 8,399 2,505 

  原材料及び貯蔵品 2,152 5,449 

  その他 6,728 7,639 

  貸倒引当金 △474 △468 

  流動資産合計 77,296 79,507 

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 22,839 23,203 

   一般用地 16,697 16,721 

   その他（純額） 16,581 18,058 

   有形固定資産合計 56,118 57,984 

  無形固定資産   

   のれん 75 ― 

   その他 3,641 3,623 

   無形固定資産合計 3,717 3,623 

  投資その他の資産   

   投資有価証券 30,568 25,525 

   その他 5,129 5,090 

   貸倒引当金 △387 △386 

   投資損失引当金 △10 △13 

   投資その他の資産合計 35,299 30,215 

  固定資産合計 95,135 91,823 

 資産合計 172,431 171,330 

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 11,493 10,662 

  短期借入金 20,793 16,207 

  未払法人税等 1,040 785 

  引当金 1,051 370 

  その他 8,817 11,559 

  流動負債合計 43,196 39,585 

 固定負債   

  長期借入金 1,933 4,942 

  引当金 263 276 

  退職給付に係る負債 3,890 3,918 

  資産除去債務 4,446 4,459 

  その他 12,536 10,822 

  固定負債合計 23,070 24,420 

 負債合計 66,267 64,006 
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           (単位：百万円) 
          

前連結会計年度 
(平成30年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成30年12月31日) 

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,176 4,176 

  資本剰余金 5,183 4,958 

  利益剰余金 80,338 84,698 

  自己株式 △157 △160 

  株主資本合計 89,540 93,672 

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 13,032 9,570 

  繰延ヘッジ損益 34 △75 

  為替換算調整勘定 639 677 

  退職給付に係る調整累計額 △1,712 △1,527 

  その他の包括利益累計額合計 11,993 8,645 

 非支配株主持分 4,630 5,006 

 純資産合計 106,164 107,324 

負債純資産合計 172,431 171,330 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

           (単位：百万円) 
          前第３四半期連結累計期間 

(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

売上高 88,697 93,842 

売上原価 66,977 71,613 

売上総利益 21,719 22,228 

販売費及び一般管理費 14,377 15,210 

営業利益 7,342 7,018 

営業外収益   

 受取利息 61 92 

 受取配当金 798 893 

 持分法による投資利益 287 ― 

 その他 116 129 

 営業外収益合計 1,263 1,116 

営業外費用   

 支払利息 244 245 

 持分法による投資損失 ― 210 

 為替差損 5 40 

 休廃山管理費 188 346 

 その他 290 267 

 営業外費用合計 729 1,110 

経常利益 7,875 7,024 

特別利益   

 固定資産売却益 147 44 

 投資有価証券売却益 72 552 

 その他 21 5 

 特別利益合計 240 603 

特別損失   

 固定資産除売却損 196 169 

 減損損失 3 8 

 投資有価証券評価損 116 ― 

 段階取得に係る差損 167 ― 

 その他 3 0 

 特別損失合計 487 178 

税金等調整前四半期純利益 7,628 7,449 

法人税、住民税及び事業税 2,150 2,329 

法人税等調整額 48 2 

法人税等合計 2,198 2,331 

四半期純利益 5,429 5,118 

非支配株主に帰属する四半期純利益 414 150 

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,014 4,967 
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

           (単位：百万円) 
          前第３四半期連結累計期間 

(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

四半期純利益 5,429 5,118 

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2,747 △3,462 

 繰延ヘッジ損益 △250 △108 

 為替換算調整勘定 △311 46 

 退職給付に係る調整額 25 184 

 持分法適用会社に対する持分相当額 △4 △0 

 その他の包括利益合計 2,208 △3,340 

四半期包括利益 7,637 1,777 

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 7,303 1,619 

 非支配株主に係る四半期包括利益 334 157 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。  

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（追加情報） 

（表示方法の変更） 

従来、四半期連結損益計算書において、「営業外費用」に表示していた「出向者関係費」のうち連結会社に対する

ものは、出向者の増加等に伴い金額的重要性が増したため、第２四半期連結会計期間より「販売費及び一般管理費」

に表示する方法に変更しております。 

また、上記の変更により、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において独立掲記しておりました

「営業外費用」の「出向者関係費」のうち連結会社以外に対するものは、金額的重要性が乏しくなったため、当第３

四半期連結累計期間より「その他」に含めて表示しております。 

  これら表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「販売費

及び一般管理費」に表示していた14,175百万円、「営業外費用」に表示していた「出向者関係費」248百万円、「そ

の他」243百万円は、「販売費及び一般管理費」14,377百万円、「営業外費用」の「その他」290百万円として組み替

えております。 
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（セグメント情報） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自  平成29年４月１日  至  平成29年12月31日) 

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

         (単位：百万円) 

 鉱石 金属 機械・環境 不動産 
再生可能 
エネルギー 

合計 
調整額 
（注１） 

四半期連結損益
計算書計上額
（注２） 

売上高         

 外部顧客への売上高 41,600 36,425 7,329 2,025 1,316 88,697 ― 88,697 

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

446 ― 803 7 ― 1,256 △1,256 ― 

計 42,047 36,425 8,132 2,032 1,316 89,954 △1,256 88,697 

セグメント利益 5,808 877 436 1,178 310 8,612 △1,270 7,342 

(注)１ セグメント利益の調整額△1,270百万円には、内部取引の相殺消去額41百万円、貸倒引当金の調整額△０百万

円、未実現損益の消去額88百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△1,400百万円が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費であります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成30年４月１日  至  平成30年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

         (単位：百万円) 

 鉱石 金属 機械・環境 不動産 
再生可能 
エネルギー 

合計 
調整額 
（注１） 

四半期連結損益
計算書計上額
（注２） 

売上高         

 外部顧客への売上高 43,652 37,984 8,659 2,049 1,495 93,842 ― 93,842 

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

287 0 669 6  ― 963 △963  ― 

計 43,940 37,984 9,329 2,055 1,495 94,805 △963 93,842 

セグメント利益 6,156 177 761 1,089 344 8,528 △1,510 7,018 

(注)１ セグメント利益の調整額△1,510百万円には、内部取引の相殺消去額38百万円、貸倒引当金の調整額△０百万

円、未実現損益の消去額39百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△1,588百万円が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費であります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
  

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

追加情報（表示方法の変更）に記載のとおり、第２四半期連結会計期間より「出向者関係費」のうち連結会社に対

するものは「販売費及び一般管理費」に表示する方法に変更しましたため、前第３四半期連結累計期間のセグメント

利益は、当該変更を反映した組替後の数値を記載しております。 



（金額単位：百万円）

数量

単位 数量 売上高 比率(%) 数量 売上高 比率(%) 数量 売上高

資源事業

 鉱石部門 石灰石 千t 19,373 20,665 23.3 19,652 21,583 23.0 278 917

砕石 千t 4,228 5,070 5.7 3,953 4,769 5.1 △ 274 △ 301

タンカル 千t 514 2,898 3.3 503 2,884 3.1 △ 11 △ 13

燃料その他 12,965 14.6 14,415 15.3 1,449

小計 41,600 46.9 43,652 46.5 2,052

 金属部門 電気銅 t 36,901 26,329 29.7 37,707 27,068 28.8 805 739

銅精鉱 t 35,211 6,904 7.8 39,423 7,623 8.1 4,212 719

その他 3,191 3.5 3,292 3.6 100

小計 36,425 41.0 37,984 40.5 1,559

計 78,025 87.9 81,637 87.0 3,611

機械・環境事業 産業機械 3,324 3.7 3,827 4.1 503

環境商品 4,005 4.6 4,832 5.1 827

計 7,329 8.3 8,659 9.2 1,330

2,025 2.3 2,049 2.2 23

再生可能エネルギー事業 千MWh 118 1,316 1.5 145 1,495 1.6 26 179

88,697 100.0 93,842 100.0 5,145

海外売上高

品目

石灰石等

電気銅

銅精鉱等

産業機械

環境商品

 （参考情報）

海外金属・為替市況推移

単位

銅価格 ￠／ｌｂ

為替レート 円／米ドル

連　結　売　上　高　明　細　表

３．補足情報

当第３四半期連結累計期間 増減（△）

合計

不動産事業

前第３四半期連結累計期間
セグメント 主要品目

111.70

289.42

111.14

285.00

110.00

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 当連結会計年度（予想）

284.52

合計 13,135 12,519

（単位：百万円）

向先 前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

台湾、香港、オーストラリアほか 2,419 3,167

インド、台湾、スリランカほか 5,347 3,826

チリ 4,893 4,989

中国、ロシア、韓国ほか 467 532

台湾 6 3
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